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1. 関連マニュアル 
 
システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する機器・装置のマニュアルや取扱

説明書などを必ず入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項

を含め、内容を確認のうえ使用してください。 
 

Man.No. 形式 マニュアル名称 
SBCA-358 形 NJ501-□□□□ 

形 NJ301-□□□□ 
NJ シリーズ CPU ユニット 
ユーザーズマニュアル ハードウェア編 

SBCA-359 形 NJ501-□□□□ 
形 NJ301-□□□□ 

NJ シリーズ CPU ユニット 
ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 

SBCD-359 形 NJ501-□□□□ 
形 NJ301-□□□□ 

NJ シリーズ 
CPU ユニット内蔵 EtherNet/IPTMポート 
ユーザーズマニュアル 

SBCA-362 形 SYSMAC-SE2□□□ Sysmac Studio Version 1 
オペレーションマニュアル 

0969584-7 形 W4S1-05□ 
形 W4S1-03B 

産業用スイッチングハブ W4S1 シリーズ 
ユーザーズマニュアル 

SDGR-710 形 V680S-HMD63-EIP 
形 V680S-HMD64-EIP 
形 V680S-HMD66-EIP 

V680S シリーズ ユーザーズマニュアル 
（EtherNet/IPTMタイプ）リーダライタ 
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2. 用語と定義 
 

用語 説明・定義 
ノード コントローラやデバイスはEtherNet/IPポートを介してEtherNet/IPネッ

トワークに接続されます。EtherNet/IP はネットワークに接続された、そ

れぞれの EtherNet/IP ポートを 1 ノードとして認識します。 
2 つの EtherNet/IP ポートを実装したデバイスが EtherNet/IP ネットワー

クに接続されている場合、EtherNet/IP はこのデバイスを 2 ノードとして

認識します。 
EtherNet/IP はネットワークに接続された、これらのノード間でデータを

交換することにより、コントローラ間の通信やコントローラ/デバイス間

の通信を実現します。 
タグ EtherNet/IP ネットワーク上で交換されるデータの最小単位をタグと呼

びます。タグはネットワーク変数名、または、物理アドレスとして定義

され、各デバイスのメモリエリアに割り付けられます。 
タグセット EtherNet/IP ネットワークでは、複数のタグで 1 つのデータ単位を構成

し、このデータ単位を交換することができます。データ交換のために複

数のタグで構成された、データ単位をタグセットと呼びます。オムロン

製コントローラの場合、1 つのタグセットに、8 個までのタグを構成す

ることができます。 
タグデータリンク EtherNet/IP では、ユーザプログラムを必要とせず、タグやタグセットを

ノード間でサイクリックに交換することができます。この機能をタグデ

ータリンクと呼びます。 
コネクション データの同期性を保証するデータ交換の単位をコネクションと呼びま

す。コネクションはタグやタグセットで構成されます。指定したノード

間で、同期的なタグデータリンクを開設することを「コネクションを張

る」と呼びます。コネクションが張られると、そのコネクションを構成

するタグやタグセットは指定されたノード間で同期的に交換されます。 
コネクションを指定する方法として、「タグセット名（タグ名）」を指

定する方法と、Assembly object の「インスタンス番号」を指定する方

法があります。Sysmac Studio では、「インスタンス番号」を指定して、

コネクションの設定を行います。 
コネクションタイプ タグデータリンクのコネクションには、2 種類のコネクションタイプが

あります。マルチキャスト（Multi-cast connection）とユニキャスト（Point 
to Point connection）になります。マルチキャストは、1 パケットで 1 つ

の出力タグセットを複数のノードに送信します。一方、ユニキャストは、

1 つの出力タグセットを、各ノードに対して個別に送信します。このた

め、1 つの出力タグセットを複数のノードに送信する場合、マルチキャ

ストを使用した方が、通信負荷を減らすことができます。 
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用語 説明・定義 
オリジネータとター

ゲット 
タグデータリンクを行うためには、一方のノードが、「コネクション」

と呼ぶ通信回線を開設要求（オープン）します。 
コネクションを開設（オープン）する方を「オリジネータ」と呼び、コ

ネクションを開設（オープン）される方を「ターゲット」と呼びます。 
それぞれの通信するデータを「オリジネータ変数」および「ターゲット

変数」と呼びます。 
Sysmac Studio では、「ターゲット変数」に「インスタンス番号」を指

定します。 
タグデータリンクパ

ラメータ 
タグデータリンクの設定において、「タグ設定」「タグセット設定」「コ

ネクション設定」の内容を一括にまとめた設定データのことを指しま

す。 
EDS ファイル EtherNet/IP 機器の入出力点数や EtherNet/IP 経由で設定可能なパラメー

タの書かれたファイルです。 
動作モード 
（RFID リーダライタ） 

V680SシリーズRFIDリーダライタには「RUNモード」、「セーフモー

ド」、および「スレーブモード」の3つの動作モードがあります。 
■RUNモード 
上位機器からのコマンド指示に従い動作を行う動作モードです。 

■セーフモード 
RFIDリーダライタに設定したIP アドレスを忘れてしまった際に固定

のIP設定（工場出荷時の初期設定）で起動する動作モードです。 
■スレーブモード 
マルチリーダライタ機能使用時、マスターリーダライタからの指示に

従い動作を行う動作モードです。 
交信オプション 
（RFID リーダライタ） 

V680SシリーズRFIDリーダライタには、RFタグとの交信方法として、

「ワンス」、「リピート」、および「FIFOリピート」の3つの交信オプ

ションがあります。 
■ワンス 
上位機器からのコマンド実行要求により、RFタグとの交信を行いま

す。RFタグとの交信終了後、リーダライタは上位機器に交信結果を返

信し、コマンド待ち状態になります。 
■リピート 

上位機器からのコマンド実行要求により、RFタグが交信領域内に入っ

たことを自動検出して、交信を行います。これをコマンドの実行要求

が解除されるまで、繰り返し行います。上位機器へ交信結果を返信し

たRFタグとは、RFタグが交信領域外に出るまで交信しません。 
■FIFOリピート 
上位機器からのコマンド実行要求により、RFタグが交信領域内に入っ

たことを自動検出して、交信を行います。一度交信が成功したRFタグ

を動作停止にさせます。これをコマンドの実行要求が解除されるま

で、繰り返し行います。上位機器へ交信結果を返信したRFタグとは、

RFタグが交信領域外に出るまで交信しません。 
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3. 注意事項 
 
(1) 実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のう

え、定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を最小にする

安全回路などの安全対策を講じてください。 
(2) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアル

や取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注

意事項を含め、内容を確認のうえ使用してください。 
(3) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 
(4) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布するこ

とを禁じます。 
(5) 本資料の記載内容は、2015 年 3 月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 
 
本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 
 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、軽傷・中程

度の傷害を負ったり万一の場合には重傷や死亡に至ったりする

恐れがあります。また、同様に重大な物的損害をもたらす恐れ

があります。 
 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、時に軽傷・

中程度の傷害を負ったり、あるいは物的損害を受けたりする恐

れがあります。 
 

 使用上の注意 

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 
 

 参考 
必要に応じて読んでいただきたい項目です。 
知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 
図記号の説明 
  

 

●記号は、強制を意味しています。 
具体的な内容は、●の中と文章で示します。 
左図の場合は、「一般的な指示」を表します。 
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4. 概要 
 
本資料は、オムロン株式会社（以下、オムロン）製 RFID リーダライタ V680S シリーズ（以

下、RFID リーダライタ）を、マシンオートメーションコントローラ NJ シリーズ（以下、コ

ントローラ）と、EtherNet/IP で接続する手順とその確認方法をまとめたものです。 
「6.EtherNet/IP の設定内容」と「7.EtherNet/IP の接続手順」で記載している設定内容および

設定手順のポイントを理解することにより、EtherNet/IP のタグデータリンクを動作させるこ

とができます。 
 

 参考 
「7.3.コントローラの設定」に記載している設定内容は、以下の「Sysmac Studio コンパク

トプロジェクトファイル」（以下、プロジェクトファイル）にあらかじめ設定しています。

本プロジェクトファイルの使用方法は、「9.付録 1 プロジェクトファイルを使用した手順」

を参照してください。最新のプロジェクトファイルは、オムロンより入手してください。 
名称 ファイル名 バージョン 

Sysmac Studio コンパクトプロジ

ェクトファイル（拡張子：csm2） 
OMRON_V680S_EIP_V100.csm2 Ver.1.00 
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5. 対象機器とデバイス構成 
 

5.1. 対象機器 
接続の対象となる機器は以下のとおりです。 
 

メーカ 名称 形式 
オムロン NJ シリーズ CPU ユニット 形 NJ501-□□□□ 

形 NJ301-□□□□ 
オムロン RFID リーダライタ 形 V680S-HMD63-EIP 

形 V680S-HMD64-EIP 
形 V680S-HMD66-EIP 

 

 使用上の注意 

本資料の接続手順および接続確認では、上記対象機器の中から 5.2.項に記載された形式およ

びバージョンの機器を使用しています。 
5.2 項に記載されたバージョンより古いバージョンの機器は使用できません。 
上記対象機器の中から 5.2.項に記載されていない形式、あるいは 5.2.項に記載されているバ

ージョンより新しいバージョンの機器を使用する場合は、取扱説明書などにより仕様上の差

異を確認のうえ、作業を行ってください。 

 

 参考 
本資料は通信確立までの接続手順について記載したものであって、接続手順以外の操作、設

置および配線方法は記載しておりません。機器の機能や動作に関しても記載しておりませ

ん。取扱説明書を参照するか、オムロンまでお問い合わせください。 

 

 参考 
利用可能な RF タグについては、「V680S シリーズ ユーザーズマニュアル（EtherNet/IPTM

タイ

プ）リーダライタ」(SDGR-710) を参照してください。 
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5.2. デバイス構成 
本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メーカ 名称 形式 バージョン 
オムロン NJ シリーズ CPU ユニット 

（内蔵 EtherNet/IP ポート） 
形 NJ501-1500 Ver.1.10 

オムロン 電源ユニット 形 NJ-PA3001  
オムロン スイッチングハブ 形 W4S1-05C Ver.1.00 
－ DC24V 電源 

（スイッチングハブ用） 
－  

オムロン Sysmac Studio 形 SYSMAC-SE2□□□ Ver.1.12 
－ パソコン(OS：Windows 7) －  
－ WEB ブラウザ －  
－ USB ケーブル 

（USB2.0 準拠 B コネクタ） 
－  

－ LAN ケーブル（Ethernet カテ

ゴリ 5 以上の STP（シールド

ツイストペア）ケーブル） 

－  

オムロン RFID リーダライタ 形 V680S-HMD63-EIP Ver.3.00 
オムロン RF タグ 形 V680S-D2KF67  
オムロン LAN ケーブル 

（M12/RJ45 コネクタ付き） 
（RFID リーダライタ用） 

XS5W シリーズ  

オムロン 電源ケーブル 
（M12 コネクタ付き） 
（RFID リーダライタ用） 

XS2F シリーズ  

－ DC24V 電源 
（RFID リーダライタ用） 

－  

 

 使用上の注意 

Sysmac Studio は、本項記載のバージョン以降に、オートアップデートしてください。 
なお、本項記載のバージョン以外を使用すると、7 章以降の手順に差異があることがありま

す。その場合は、「Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル」(SBCA-362)を参

照して、手順と同等の処理を行ってください。 

USB ケーブル 

LAN ケーブル 

形 NJ501-1500 
（内蔵 EtherNet/IP ポート） 形 W4S1-05C 形 V680S-D2KF67 

パソコン（Sysmac Studio、 
WEB ブラウザ 
インストール済み、 
OS：Windows 7） 

DC24V 電源 DC24V 電源 

形 V680S-HMD63-EIP 

LAN ケーブル 電源ケーブル 

LAN ケーブル 
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 参考 
使用するWEBブラウザについては、「V680Sシリーズ ユーザーズマニュアル（EtherNet/IPTM

タイプ）リーダライタ」(SDGR-710)の「第 6 章 ブラウザインターフェース」を参照してく

ださい。 

 

 参考 
DC24V 電源（スイッチングハブ用）に使用可能な電源仕様は、「産業用スイッチングハブ 
W4S1 シリーズ ユーザーズマニュアル」(0969584-7)を参照してください。 

 

 参考 
DC24V 電源（RFID リーダライタ用）に使用可能な電源仕様は、「V680S シリーズ ユーザ

ーズマニュアル（EtherNet/IPTMタイプ）リーダライタ」(SDGR-710)を参照してください。 

 

 参考 
本資料ではコントローラとの接続に USB を使用します。USB ドライバのインストールにつ

いては、「Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル」(SBCA-362)の「付録 A-1 
USB ケーブルで直接接続する場合のドライバのインストール方法」を参照してください。 
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6. EtherNet/IP の設定内容 
 
本資料で設定するパラメータおよびグローバル変数、タグセット、タグデータリンクテーブ

ルの仕様を示します。 
本資料では、タグデータリンクで使用するデータサイズが 40 バイトの場合を例とし、設定内

容および接続手順を示しますが、データサイズとして、他に 264 バイト、520 バイト、1032
バイトが選択可能です。他のデータサイズを使用する場合は、「10. 付録 2 タグデータリン

クの設定」を参考に設定を行ってください。 
以降の章では説明内容により、RFID リーダライタを、「相手機器」と略しています。 
 

6.1. パラメータ 
本資料で設定するパラメータを以下に示します。 
 

6.1.1. 設定用パソコン通信設定 
RFID リーダライタの設定は、設定用パソコンの WEB ブラウザによる Ethernet 通信により行

います。Ethernet 通信のための設定用パソコンと RFID リーダライタのパラメータは、以下

になります。 
 

設定項目 設定用パソコン RFID リーダライタ 
IP アドレス 192.168.1.100 192.168.1.200（初期値） 
サブネットマスク 255.255.255.0 255.255.255.0（初期値） 
 

6.1.2. EtherNet/IP 通信設定 
コントローラと RFID リーダライタを EtherNet/IP で接続するためのパラメータは、以下にな

ります。 
 

設定項目 コントローラ RFID リーダライタ 
IP アドレス 192.168.250.1 192.168.250.2 
サブネットマスク 255.255.255.0 255.255.255.0（初期値） 
交信オプション － ワンス（初期値） 
 

 参考 
RFID リーダライタの「交信オプション」については、「V680S シリーズ ユーザーズマニュアル

（EtherNet/IPTM
タイプ）リーダライタ」(SDGR-710) を参照してください。 
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6.2. グローバル変数 
コントローラでは、タグデータリンクのデータをグローバル変数として扱います。グローバ

ル変数の設定内容を以下に示します。 
 

名称 データ型 
ネットワー

ク公開 
相手機器の割り当て 

データサイ

ズ(byte) 

EIP002_Control_OUT BOOL[16] 出力 命令エリア（ビット列） 2 

EIP002_CmdCode_OUT WORD 出力 コマンドコード 2 

EIP002_CmdParam1_OUT WORD 出力 コマンドパラメータ 1 2 

EIP002_CmdParam2_OUT WORD 出力 コマンドパラメータ 2 2 

EIP002_CmdData_OUT WORD[16] 出力 コマンドデータ 32 

EIP002_Status_IN BOOL[16] 入力 応答エリア（ビット列） 2 

EIP002_ErrCode_IN WORD 入力 エラーコード 2 

EIP002_RespInfo1_IN WORD 入力 レスポンス情報 1 2 

EIP002_RespInfo2_IN WORD 入力 レスポンス情報 2 2 

EIP002_RespData_IN WORD[16] 入力 レスポンスデータ 32 

 
■命令エリア（ビット列）の詳細説明 
割り付け 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

EIP002_Control_OUT 
[15]～[0] 予約 予約 予約 予約 予約 予約 予約 予約 予約 予約 予約 予約 予約 予約 予約 EXE 

 
■応答エリア（ビット列）の詳細説明 
割り付け 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

EIP002_Status_IN 
[15]～[0] 予約 予約 予約 予約 予約 予約 予約 RF_W

AR 
SYS_
ERR 

RF_E
RR 

CMD_
ERR FRIC ERR NOR

M BUSY READ
Y 

 

 使用上の注意 

相手機器のタグデータリンクのデータサイズが奇数バイトの場合は、BOOL 型で宣言せず、

BYTE 型で宣言してください。 

 

 参考 
データ型に配列型を指定する場合、Sysmac Studio では、以下の 2 つの入力方法があり、入

力後は①は②に変換され、表示は常に②となります。 
①BOOL[16] ／ ②ARRAY[0..15] OF BOOL 

本資料では簡略化のため「BOOL[16]」と表記しています。 
（上記の例は、16 個の配列要素を持つ BOOL 型のデータ型を意味しています。） 
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6.3. タグセット 
タグデータリンクを行うためのタグセットの設定内容を以下に示します。 
タグセット内のデータは、以下の OUT No.および IN No.の昇順で設定します。 
 
■出力エリア（コントローラ→RFID リーダライタ） 

オリジネータ変数（タグセット名） データサイズ(byte) 
EIP002_OUT 40 
 OUT No. グローバル変数名（タグ名） データサイズ(byte) 
 1 EIP002_Control_OUT 2 
 2 EIP002_CmdCode_OUT 2 
 3 EIP002_CmdParam1_OUT 2 
 4 EIP002_CmdParam2_OUT 2 
 5 EIP002_CmdData_OUT 32 

 
■入力エリア（コントローラ←RFID リーダライタ） 

オリジネータ変数（タグセット名） データサイズ(byte) 
EIP002_IN 40 
 IN No. グローバル変数名（タグ名） データサイズ(byte) 
 1 EIP002_Status_IN 2 
 2 EIP002_ErrCode_IN 2 
 3 EIP002_RespInfo1_IN 2 
 4 EIP002_RespInfo2_IN 2 
 5 EIP002_RespData_IN 32 

 
 

6.4. タグデータリンクテーブル 
タグデータリンクテーブル（コネクション設定）の設定内容を以下に示します。 
赤枠内の値は、相手機器の EDS ファイルの値を使用します。 
 
コネクション名 コネクション I/O タイプ RPI (ms) タイムアウト値 

default_001 Consume Data From/Produce Data To:40 50.0 RPI x 4 

 

コネクション

I/O タイプ 
入力／

出力 

ターゲット変数 
（相手機器の設

定値：インスタ

ンス番号） 

サイズ
(Byte) 

オリジネータ変数

（タグセット名） 
サイズ
(Byte) 

コネクショ

ンタイプ 

Consume Data 
From/Produce 
Data To:40 

入力 110 40 EIP002_IN 40 
Point to 

Point 
connection 

出力 100 40 EIP002_OUT 40 
Point to 

Point 
connection 
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7. EtherNet/IP の接続手順 
 
本章では、RFID リーダライタとコントローラを EtherNet/IP で接続する手順について記載し

ます。本資料では、コントローラおよび RFID リーダライタが工場出荷時の初期設定状態で

あることを前提として説明します。機器の初期化については「8.初期化方法」を参照してく

ださい。 
 

7.1. 作業の流れ 
EtherNet/IP のタグデータリンクを動作させるための手順は以下のとおりです。 
 

7.2. RFID リーダライタの設定  RFID リーダライタの設定を行います。 
▼   

 7.2.1. パラメータ設定  RFID リーダライタの IP アドレスを設定します。 

▽   

7.3. コントローラの設定  コントローラの設定を行います。 

▼   

 7.3.1. IP アドレスの設定 
 

Sysmac Studio を起動し、コントローラの IP アド

レスを設定します。 

▼   

 7.3.2. ターゲットデバイスの登録  ターゲットデバイスを登録します。 

▼   

 7.3.3. グローバル変数の設定 
 

タグデータリンクとして使用するグローバル変

数を設定します。 

▼   

 7.3.4. タグの登録  タグおよびタグセットを登録します。 

▼   

 7.3.5. コネクションの設定 
 

ターゲット変数およびオリジネータ変数を設定

し、コネクションの設定を行います。 

▼   

 7.3.6. プロジェクトデータの転送 
 

オンライン接続し、コネクション設定およびプロ

ジェクトデータをコントローラに転送します。 

▽   

7.4. EtherNet/IP 通信の確認 
 

EtherNet/IP のタグデータリンクが正しく実行さ

れていることを確認します。 

▼   

 7.4.1. 接続状態の確認  EtherNet/IP の接続状態を確認します。 

▼   

 7.4.2. データ送受信の確認 
 

正しいデータが送受信されていることを確認し

ます。 
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7.2. RFID リーダライタの設定 
RFID リーダライタの設定を行います。 
 

7.2.1. パラメータ設定 
RFID リーダライタの IP アドレスを設定します。 
使用するパソコンの IP アドレスを「192.168.1.100」に設定してください。 
RFID リーダライタのパラメータ設定には WEB ブラウザを使用します。パソコンで WEB ブ

ラウザが使用可能であることを確認してください。 
 

 使用上の注意 

RFID リーダライタのパラメータは、パソコンとの Ethernet 通信を使用して設定します。 
パソコンの状態に応じてパソコンの設定を変更しますので、ご注意ください。 

 

 使用上の注意 

RFID リーダライタが工場出荷時の初期状態でない場合は、「セーフモード」で起動してく

ださい。IP アドレスが常に「192.168.1.200」となります。「セーフモード」での起動方法

については、「V680S シリーズ ユーザーズマニュアル（EtherNet/IPTMタイプ）リーダライ

タ」(SDGR-710)の「第 2 章 各部の名称と機能」の「■接続コネクタ」を参照してください。 

 

1 各機器の電源がOFF の状態であ

ることを確認し、右図のとおり、

パソコン、コントローラおよび

RFID リーダライタを、スイッチ

ングハブを経由し LAN ケーブル

で接続します。 
パソコンとコントローラを USB
ケーブルで接続します。 
スイッチングハブと RFID リー

ダライタにそれぞれ DC24V 電

源を接続します。  

2 パソコン、RFID リーダライタお

よびスイッチングハブの電源を

投入します。 

 

DC24V 電源 

LAN ケーブル 

スイッチングハブ 

DC24V 電源 

パソコン 

RFID 
リーダライタ 

LAN ケーブル 

電源ケーブル 

コントローラ 

USB ケーブル 

LAN ケーブル 
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3 使用するパソコンの IP アドレス

を「192.168.1.100」に設定しま

す。 
 
※パソコンの IP アドレスは、以

下の方法で変更します。 
 
①パソコンを起動し、 

administrator 権限のあるユー

ザでログインし、スタートメ

ニューから、［コントロール・

パネル］→［ネットワークと

インターネット］→［ネット

ワークと共有センター］→［ア

ダプターの設定の変更］をク

リックし、［ローカルエリア

接続］をダブルクリックしま

す。 
 
※パソコンの設定環境によっ

ては操作手順が異なる場合

があります。 
 
②［ローカルエリア接続の状態］

ダイアログが表示されます

ので、［プロパティ］をクリ

ックします。 
 
③［ローカルエリア接続のプロ

パティ］ダイアログが表示さ

れますので、［インターネッ

ト プロトコル バージョン 4 
(TCP/IPv4)］を選択して［プ

ロパティ］をクリックします。 
 
※ご使用のパソコンの構成に

より表示は異なります。 
 
④［インターネットプロトコル

バージョン 4(TCP/IPv4)のプ

ロパティ］ダイアログが表示

されますので、［次の IP アド

レスを使う］を選択し、［IP
アドレス］に

「192.168.1.100」、［サブネ

ットマスク］に

「255.255.255.0」をセット

し、[OK]をクリックします。 
 
⑤［閉じる］や[OK]をクリック

し、表示されたダイアログを

すべて閉じます。 

②の画面 

 
③の画面 

 
④の画面 
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4 パソコンで WEB ブラウザを起

動し、アドレスに 
「http://192.168.1.200」を入力

します。 
[V680S RFID Reader/Writer] の
設定画面が表示されます。 
 
画面右上のプルダウンメニュー

から[Japanese]を選択し、日本

語表示に切り替えます。 
 
［ネットワーク設定］をクリッ

クします。 

 

5 ［ネットワーク設定］画面が表

示されますので、以下のとおり

設定を行い、［設定］をクリッ

クします。 
 
・IP アドレス： 192.168.250.2 
・サブネットマスク：

 255.255.255.0 

 

6 「ネットワーク設定の確認」ダ

イアログが表示されますので、

内容を確認し、［はい］をクリ

ックします。  

7 右図の確認ダイアログが表示さ

れますので、内容を確認し、[OK]
をクリックします。 
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8 ［RF タグ交信設定］をクリック

します。 

 

9 ［RF タグ交信設定］画面が表示

されますので、［RF タグ交信オ

プション］が［ワンス］である

ことを確認します。 
 
※［RF タグ交信オプション］が

［ワンス］でない場合は、プ

ルダウンメニューから［ワン

ス］を選択し、［設定］をク

リックしてください。設定変

更のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、[OK]
をクリックします。 

 
※RF タグ交信オプションの詳

細については、「V680S シリ

ーズ ユーザーズマニュアル

（EtherNet/IPTMタイプ）リー

ダライタ」(SDGR-710)の「第

2 章 各部の名称と機能」の「機

能：■交信機能：■交信オプ

ション」を参照してください。 

 

10 WEB ブラウザを終了します。  

11 RFID リーダライタの電源を再

投入します。 
 
※電源を再投入することで、設

定が有効となります。 
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7.3. コントローラの設定 
コントローラの設定を行います。 
 

7.3.1. IP アドレスの設定 
Sysmac Studio を起動し、コントローラの IP アドレスを設定します。 
Sysmac Studio と USB ドライバをあらかじめパソコンにインストールしてください。 
 

1 Sysmac Studio を起動します。 
 
※起動時に、アクセス権確認用

のダイアログが表示される場

合、起動する選択を行ってく

ださい。 

 

2 Sysmac Studio が起動します。 
［新規プロジェクト］をクリッ

クします。 

 

3 ［プロジェクトのプロパティ］

ウィンドウが表示されます。 
 
※本資料では、プロジェクト名

を、「新規プロジェクト」と

します。 
 
［デバイス選択］の［カテゴリ］

および［デバイス］が使用する

機器になっていることを確認し

ます。 
 
バージョンのプルダウンメニュ

ーから、使用機器のバージョン

を選択します。 
 
※本資料では、バージョンとし

て、[1.10]を選択しています

が、実際に使用するバージョ

ンを選択してください。 
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4 ［作成］をクリックします。 

 

5 ［新規プロジェクト］画面が、

表示されます。 
 
画面の名称は、以下になります。 
左側：マルチビューエクスプローラ 

右側上：ツールボックス 

右側下：コントローラステータスウ

ィンドウ 

中央上：エディットウィンドウ 

画面中央下には、以下のタブが

表示されます。 
アウトプットウィンドウ 

ビルドウィンドウ 

 

6 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［コ

ントローラ設定］－［内蔵

EtherNet/IP ポート設定］をダブ

ルクリックします。 

 

7 ［エディットウィンドウ］に、

［内蔵 EtherNet/IP ポート設定］

タブが表示されます。 
［IP アドレス］において、以下

の設定が行われていることを確

認します。 
IP アドレス： 192.168.250.1 
サブネットマスク：

255.255.255.0 
 

 
  

コントローラ

ステータス 
ウィンドウ 

ツール 
ボックス 

エディット 
ウィンドウ 

マルチビュー 
エクスプローラ 

アウトプット 
ウィンドウ 

ビルド 
ウィンドウ 
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7.3.2. ターゲットデバイスの登録 
ターゲットデバイスを登録します。 
 

1 メニューバーから、［ツール］

－［EtherNet/IP コネクション設

定］を選択します。 

 

2 ［エディットウィンドウ］に、

［EtherNet/IP デバイスリスト］

タブが表示されます。 
［内蔵 EtherNet/IP ポート設定］

を選択した状態で、マウスの右

ボタンをクリックし、メニュー

から、［編集］を選択します。 

 

 

3 ［エディットウィンドウ］に、

［内蔵 EtherNet/IP ポート設定 
コネクション設定］タブが表示

されます。 
 

4 ［ツールボックス］内の［＋］

をクリックします。 

 

5 ターゲットデバイス登録画面が

表示されます。 
 
 
 
 
［ノードアドレス］に、

[192.168.250.2]を入力します。 
 
［形式名］と［リビジョン］を

クリックし、表示されるプルダ

ウンメニューから、以下の値を

選択します。 
形式名：V680S-HMD63 
リビジョン：1 
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6 設定内容を確認し、［追加］を

クリックします。 

 

7 ［ツールボックス］の［ターゲ

ットデバイス］に、

[192.168.250.2]のデバイスが登

録されます。  
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7.3.3. グローバル変数の設定 
タグデータリンクとして使用するグローバル変数を設定します。 
 

1 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［プログラミング］

－［データ］－［グローバル変

数］をダブルクリックします。 

 

2 ［エディットウィンドウ］に、

［グローバル変数］タブが表示

されます。 
 
［名称］の下をマウスでクリッ

クすると、新規変数を入力でき

るようになります。 
 
［名称］に、

[EIP002_Control_OUT]を入力し

ます。 
 
［データ型］に、[BOOL[16]]を
入力します。 
入力確定後、［データ型］が

［ARRAY[0..15] OF BOOL］に

変わることを確認します。 
 
メニューから［出力］を選択し、

［ネットワーク公開］に、［出

力］を設定します。 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

3 入力確定後、マウスの右ボタン

をクリックし、メニューから、

［新規作成］を選択します。 
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4 手順 2～3 と同様に、新規作成エ

リアに以下のデータを入力しま

す。 
・名称：EIP002_CmdCode_OUT 

データ型：WORD 
ネットワーク公開：出力 

・名称：

EIP002_CmdParam1_OUT 
データ型：WORD 
ネットワーク公開：出力 

・名称：

EIP002_CmdParam2_OUT 
データ型：WORD 
ネットワーク公開：出力 

・名称：EIP002_CmdData_OUT 
データ型：WORD[16] 
ネットワーク公開：出力 

 

   

5 手順 2～3 と同様に、新規作成エ

リアに以下のデータを入力しま

す。 
・名称：EIP002_Status_IN 

データ型：BOOL[16] 
ネットワーク公開：入力 

・名称：EIP002_ErrCode_IN 
データ型：WORD 
ネットワーク公開：入力 

・名称：EIP002_RespInfo1_IN 
データ型：WORD 
ネットワーク公開：入力 

・名称：EIP002_RespInfo2_IN 
データ型：WORD 
ネットワーク公開：入力 

・名称：EIP002_RespData_IN 
データ型：WORD[16] 
ネットワーク公開：入力 

 
 

 

6 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［タ

スク設定］をダブルクリックし

ます。 
［エディットウィンドウ］に、

［タスク設定］タブが表示され

ます。 
[VAR]をクリックします。 
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7 ［＋］をクリックします。 
 
 
 
新たなエリアが追加されます。 
追加されたエリアの［更新する

変数］（画面左側）の下矢印を

クリックします。 
 
 
本項で設定した変数が表示され

ます。 
[EIP002_Control_OUT]を選択し

ます。 
 
 
[EIP002_Control_OUT]が追加さ

れます。 
 
※データ型は、自動的に表示さ

れますので、設定は不要です。 

  
 

  
 

  

 

  

8 手順 7 と同様の手順で、本項で

設定したすべての変数を、［更

新する変数］（画面左側）に追

加します。 
 
※データ型は、自動的に表示さ

れますので、設定は不要です。 
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7.3.4. タグの登録 
タグおよびタグセットを登録します。 
 

1 ［内蔵 EtherNet/IP ポート設定 
コネクション設定］タブで、［タ

グセット］を選択します。 
［タグセット］内の［入力］タ

ブを選択します。 

 

2 ［入力］タブ内で、マウスの右

ボタンをクリックし、メニュー

から、［タグセット新規作成］

を選択します。  

3 新規タグセット名を入力できる

ようになりますので、追加され

た入力エリアを選択します。 
 
[EIP002_IN]を入力します。 

 

 

4 [EIP002_IN]を選択した状態で、

マウスの右ボタンをクリック

し、メニューから、［タグ新規

作成］を選択します。 
 
[EIP002_IN]内に、新規タグ名を

入力できるようになりますの

で、追加された入力エリアを選

択します。 
 
「6.3. タグセット」の、IN No.1
のグローバル変数を、タグとし

て設定します。 
 
※設定している変数は、先頭文

字を入力すると、右図のよう

に、一覧で表示されます。 
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5 手順 4 と同様の操作で、「6.3. タ
グセット」の IN No.の順に、グ

ローバル変数を、タグとして設

定します。 

 

6 ［出力］タブを選択します。 
［出力］タブ内で、マウスの右

ボタンをクリックし、メニュー

から、［タグセット新規作成］

を選択します。 
 

7 新規タグセット名を入力できる

ようになりますので、手順 3 と

同様の操作で、[EIP002_OUT]を
入力します。 

 

8 手順 4 と同様の操作で、「6.3. タ
グセット」の OUT No.の順に、

グローバル変数を、タグとして

設定します。 

 

9 ［タグセット数］が、[2]で、タ

グ数が、グローバル変数の設定

数と同数になっていることを確

認します。 
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7.3.5. コネクションの設定 
ターゲット変数（コネクションを開設される側）およびオリジネータ変数（コネクションを

開設する側）を設定し、コネクション（タグデータリンクテーブル）の設定を行います。 
 

1 ［内蔵 EtherNet/IP ポート設定 
コネクション設定］タブで、［コ

ネクション］を選択します。 
 

2 ［コネクション］内で、マウス

の右ボタンをクリックし、メニ

ューから、［新規作成］を選択

します。 

 

3 新規コネクションを入力できる

ようになりますので、追加され

た入力エリアを選択します。 
 
［ターゲットデバイス］のプル

ダウンメニューから、

[192.168.250.2]を選択します。 

 
 
 

 

4 コネクション[default_001]が生

成されます。 
［コネクション I/O タイプ］か

ら、[Consume Data From/ 
Produce Data To:40]を選択しま

す。 

 

5 ［ターゲット変数］および［オ

リジネータ変数］が設定できる

ようになります。  
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6 ［入力］の［ターゲット変数］

をクリックします。 
 
キーボードから、『[Ctrl]＋［ス

ペース］』を入力すると、使用

できるインスタンス番号が表示

されます。 
 
※インスタンス番号の先頭文字

「1」の入力でも、一覧は表示

されます。 
 
インスタンス番号を選択しま

す。 
 
同様の操作で、［出力］の［タ

ーゲット変数］を選択します。 

 
 

 

 

 
 

 

7 ［入力］の［オリジネータ変数］

をクリックします。 
一覧表示されますので、使用す

るタグセット名を選択します。 
 
同様の操作で、［出力］の［オ

リジネータ変数］を選択します。 

 
 

 

8 ［コネクションタイプ］および

[RPI[ms]]、［タイムアウト値］

を必要により、設定します。 
 
※本資料では、デフォルトの値

のまま使用します。 

 

9 ［コネクション数］が、[1]にな

っていることを確認します。  
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7.3.6. プロジェクトデータの転送 
オンライン接続し、コネクション設定およびプロジェクトデータをコントローラに転送しま

す。 
 

 
Sysmac Studio からユーザプログラム、「構成／設定」のデータ、デバイス変

数、CJ ユニット用メモリの値を転送するときは、CPU ユニットの動作モード

にかかわらず、装置や機械が想定外の動作をする恐れがあります。 
プロジェクトデータを転送するときは、転送先スレーブの安全を確認してから

行ってください。 
 

 

1 コントローラの電源を投入しま

す。 
 

2 メニューバーから、［プロジェ

クト］－［全プログラムチェッ

ク］を選択します。  

3 ［ビルドウィンドウ］タブが選

択されます。 
エラーおよびワーニングが、と

もに「0」であることを確認しま

す。  

4 メニューバーから、［プロジェ

クト］－［リビルド］を選択し

ます。 

 

5 確認用のダイアログが表示され

ますので、内容を確認し、［は

い］をクリックします。 

 

6 ［ビルドウィンドウ］タブ内の

エラーおよびワーニングが、と

もに「0」であることを確認しま

す。 

 

7 メニューバーから、［コントロ

ーラ］－［通信設定］を選択し

ます。 
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8 ［通信設定］ダイアログが表示

されます。 
［接続方法］において、［USB-
直接接続］が選択されているこ

とを確認します。 
[OK]をクリックします。 

 

9 メニューバーから、［コントロ

ーラ］－［オンライン］を選択

します。 
確認のダイアログが表示された

場合には、内容を確認し、［は

い］をクリックします。 
 
※使用するコントローラの状態

により、表示されるダイアロ

グが異なりますが、内容を確

認し、［はい］や[Yes]など処

理を進める選択を行ってくだ

さい。 

 

 

 

10 オンライン状態になると、［エ

ディットウィンドウ］の上段に、

黄色い枠が表示されます。  
 

 参考 
コントローラとのオンライン接続に関する詳細については、「Sysmac Studio Version 1 オ

ペレーションマニュアル」(SBCA-362)の「第 6 章 コントローラとの接続」を参照してくだ

さい。 
 

11 メニューバーから、［コントロ

ーラ］－［同期］を選択します。 
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12 ［同期］ダイアログが表示され

ます。 
転送したいデータ（右図では、

[NJ501]）にチェックが付いてい

ることを確認します。 
［EtherNet/IP コネクション設定

（内蔵ポート、ユニット）を転

送しない。］のチェックを外し

ます。 
［転送［パソコン→コントロー

ラ］］をクリックします。 
 
※［転送［パソコン→コントロ

ーラ］］を実行すると、Sysmac 
Studio のデータをコントロー

ラに転送して、データの照合

を行います。 

 

 

13 確認用のダイアログが表示され

ますので、問題がないことを確

認し、［はい］をクリックしま

す。 
 
同期中の画面が表示されます。 
 
 
確認用のダイアログが表示され

ますので、問題がないことを確

認し、［いいえ］をクリックし

ます。 
 
※「運転モード」に戻さないよ

うにしてください。 

 
 
 

 
 
 

 



7．EtherNet/IP の接続手順 

 31 

14 同期したデータの文字色が［同

期済み］色になり、「同期は成

功しました。」と表示されてい

ることを確認します。 
問題がなければ、［閉じる］を

クリックします。 
 
※「同期は成功しました。」と

表示されることで、Sysmac 
Studio のプロジェクトデータ

とコントローラのデータが一

致したことを示します。 
 
※同期が失敗した場合は、配線

を確認のうえ、手順 1 から再

実行してください。 

 

 

15 ［コントローラステータス］の

[ERR/ALM]が緑点灯し、［プロ

グラムモード］であることを確

認します。 
 

 

 使用上の注意 

［同期］を実行した後、コネクション設定（タグデータリンクテーブル）を変更した場合、

再度、［同期］を実行しても、コネクション設定（タグデータリンクテーブル）は転送され

ません。 
 
転送時は、右図のよう

に、［内蔵 EtherNet/IP
ポート設定 コネクシ

ョン設定］タブ内の

［転送［パソコン→コ

ントローラ］］をクリ

ックして、転送してく

ださい。 
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7.4. EtherNet/IP 通信の確認 
EtherNet/IP のタグデータリンクが正しく実行されていることを確認します。 
 

7.4.1. 接続状態の確認 
EtherNet/IP の接続状態を確認します。 
 

1 タグデータリンクが正常に行われて

いることをコントローラの LED で

確認します。 
 
正常時の LED 状態は以下のとおり

です。 
NET RUN：緑点灯 
NET ERR：消灯 
LINK/ACT：黄点滅 
（パケット送受信時に点滅） 

 
 
 

 

2 RFID リーダライタの LED を確認し

ます。 
 
正常時の LED 状態は以下のとおり

です。 
RUN：緑点灯 
LINK/ACT：緑点灯 
（パケット送受信時に点滅） 

 

3 ［EtherNet/IP デバイスリスト］タブ

を選択します。 

 
 

4 ［内蔵 EtherNet/IP ポート設定］を

選択した状態で、マウスの右ボタン

をクリックし、メニューから、［モ

ニタ］を選択します。  
 

5 ［内蔵EtherNet/IPポート設定 コネ

クションモニタ］タブが表示されま

す。 
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6 ［ステータス］タブを選択します。 
右図と同じ項目にチェックが入って

いれば、タグデータリンクは正常に

行われています。 

 

7 ［コネクションステータス］タブを

選択します。 
［コネクション名］の該当するコネ

クションに、青●が付いていること

を確認します。 
［ステータス］が、[00:0000]である

ことを確認します。 

 

 

8 ［タグステータス］タブを選択しま

す。 
［タグ名］にすべてのタグが表示さ

れ、緑●が付いていること、および、

全タグの［ステータス］が、［正常

解決完了］であることを確認します。  
 
  

数字：ノード番号 

青：コネクション正常 
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7.4.2. データ送受信の確認 
正しいデータが送受信されていることを確認します。 
本資料では、RF タグのアドレス[0000]を対象に、「データリードコマンド」と「データライ

トコマンド」を使用し、以下の手順でデータ送受信の確認を行います。 
 

No. 内容 コマンド 本項の手順 No. 
1 RF タグからのデータの読み出し データリード 手順 5～手順 9 
2 RF タグへのデータの書き込み データライト 手順 10～手順 12 
3 No.2 のデータの書き込み結果の確認 データリード 手順 13～手順 15 
 

 
オンラインでウォッチウィンドウから変数の値を変更した場合、CPU ユニット

の動作モードにかかわらず、出力ユニットに接続された機器が動作する恐れが

あります。 
オンラインでウォッチウィンドウから変数の値を変更するときは、十分に安全

を確認してから行ってください。 
 

 

 参考 
RFID リーダライタで使用できるコマンドの詳細については、「V680S シリーズ ユーザーズ

マニュアル（EtherNet/IPTMタイプ）リーダライタ」(SDGR-710)の「第 5 章 上位通信仕様」

の「V680S コマンド詳細」を参照してください。 

 

1 メニューバーから、［表示］－［ウ

ォッチウィンドウ］を選択します。 

 

2 ［ウォッチウィンドウ 1］タブを選

択します。 

 

3 ［名前を入力…］をクリックし、以

下の変数名を入力します。 
EIP002_Control_OUT[0] 
EIP002_CmdCode_OUT 
EIP002_CmdParam1_OUT 
EIP002_CmdParam2_OUT 
EIP002_CmdData_OUT[0] 
EIP002_RespData_IN[0]  

FALSE→TRUE でコマンドを実行 

コマンドコードを入力 

コマンド実行対象先頭アドレスを入力 

コマンド実行対象 WORD 数を入力 

コマンドデータを入力 

レスポンスデータを出力 
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4 右図のように RFID リーダライタの

アンテナ（データ読み取り部）に RF
タグをかざします。 
 
※RFID リーダライタと RF タグ間

の距離については、使用する RF
タグの種類や RFID リーダライタ

／RF タグの取り付け環境により

異なります。詳しくは、「V680S
シリーズ ユーザーズマニュアル

（EtherNet/IPTMタイプ）リーダラ

イタ」(SDGR-710)の「第 8 章 付
録」「特性データ：■交信距離仕

様」を参照してください。 

 

5 手順 5 から手順 9 では、RF タグの

アドレス[0000]のデータの読み出し

を行います。 
 
[EIP002_Control_OUT[0]]の［モニタ

値］欄が[FALSE]であることを確認

します。 
 
※[EIP002_Control_OUT[0]]の［モニ

タ値］欄が[TRUE]である場合は、

[変更]欄の[FALSE]をクリックし、

［モニタ値］欄を[FALSE]にして

ください。 

 
 
 
 

 

6 [EIP002_CmdCode_OUT]の［変更］

欄に「0002」（データリードコマン

ド）を入力します。 
 
 
 
 
 
エンターキーを入力すると

[EIP002_CmdCode_OUT]の［モニ

タ値］欄が「0002」になります。 

 
 

 



7．EtherNet/IP の接続手順 

 36 

7 手順 6 と同様の操作により、

[EIP002_CmdParam1_OUT]に
「0000」（読み出し先頭アドレス）、 
[EIP002_CmdParam2_OUT]に
「0001」（読み出し WORD 数） 
を入力します。 

 

8 [EIP002_Control_OUT[0]]の[変更]欄
の[TRUE]をクリックします。 
[EIP002_Control_OUT[0]]の［モニタ

値］欄が[TRUE]になり、データリー

ドコマンドが実行されます。 
 
[EIP002_RespData_IN[0]]の［モニタ

値］欄に、RF タグのアドレス[0000]
の値が読み出されます。 
 
※本資料では、RF タグの[0000]の値

は[1234]ですが、使用する RF タ

グにより値は異なります。 

 

9 [EIP002_Control_OUT[0]]の［変更］

欄の[FALSE]をクリックし、［モニ

タ値］欄を[FALSE]にします。 

 

10 手順 10 から手順 12 では、RF タグ

のアドレス[0000]にデータを書き込

みます。 
 
※本資料では、「5678」を書き込み

ます。 
 
手順 6 と同様の操作により、

[EIP002_CmdCode_OUT]に 
「0003」（データライトコマンド）、

[EIP002_CmdParam1_OUT]に 
「0000」（書き込み先頭アドレス）、

[EIP002_CmdParam2_OUT]に 
「0001」（書き込み WORD 数）、

[EIP002_CmdData_OUT[0]]に
「5678」（書き込みデータ） 
を入力します。 
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11 [EIP002_Control_OUT[0]]の[変更]欄
の[TRUE]をクリックします。 
[EIP002_Control_OUT[0]]の［モニタ

値］欄が[TRUE]になり、データライ

トコマンドが実行されます。 
 
※データライトコマンドでは、

[EIP002_RespData_IN]は使用し

ません。 

 

12 [EIP002_Control_OUT[0]]の［変更］

欄の[FALSE]をクリックし、［モニ

タ値］欄を[FALSE]にします。 

 

13 手順 13 から手順 15 では、RF タグ

のアドレス[0000]に正しくデータが

書き込まれたことを確認します。 
 
手順 6 と同様の操作により、

[EIP002_CmdCode_OUT]に 
「0002」（データリードコマンド）、 
[EIP002_CmdParam1_OUT]に 
「0000」（読み出し先頭アドレス）、 
[EIP002_CmdParam2_OUT]に 
「0001」（読み出し WORD 数） 
を入力します。 
 
※データリードコマンドでは、

[EIP002_CmdData_OUT]は使用

しません。 
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14 [EIP002_Control_OUT[0]]の[変更]欄
の[TRUE]をクリックします。 
[EIP002_Control_OUT[0]]の［モニタ

値］欄が[TRUE]となり、データリー

ドコマンドが実行されます。 
 
[EIP002_RespData_IN[0]]の［モニタ

値］欄に、手順 10 から手順 12 で書

き込まれたデータが読み出されま

す。 
 
※本資料では、[5678]となり、正し

くデータが書き込まれたことがわ

かります。 

 

15 [EIP002_Control_OUT[0]]の［変更］

欄の[FALSE]をクリックし、［モニ

タ値］欄を[FALSE]にします。 
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8. 初期化方法 
 
本資料では、工場出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 
初期設定状態から変更された機器を利用される場合には、各種設定が手順どおりに進めるこ

とができない場合があります。 
 

8.1. コントローラの初期化 
コントローラを初期設定状態にするためには、CPU ユニットの初期化を行います。 
初期化前にコントローラをプログラムモードにして、Sysmac Studio のメニューバーから［コ

ントローラ］－［メモリオールクリア］を選択します。［メモリオールクリア］ダイアログ

が表示されますので、内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 
 
 

8.2. RFID リーダライタの初期化 
RFID リーダライタの初期化方法については、「V680S シリーズ ユーザーズマニュアル

（EtherNet/IPTMタイプ）リーダライタ」(SDGR-710)の「第 6 章 ブラウザインターフェース」

「各操作画面：■コンフィグレーション：■工場出荷時設定」を参照してください。 
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9. 付録 1 プロジェクトファイルを使用した手順 
 
本章では、以下のプロジェクトファイルを使用する場合の手順について説明します。プロジ

ェクトファイルには、「7.3.コントローラの設定」で設定した内容が含まれています。 
最新のプロジェクトファイルは、オムロンより入手してください。 
 

名称 ファイル名 バージョン 
Sysmac Studio コンパクト

プロジェクトファイル（拡張

子：csm2） 

OMRON_V680S_EIP_V100.csm2 Ver.1.00 

 
 

9.1. 作業の流れ 
プロジェクトファイルを使用して EtherNet/IP のタグデータリンクを設定する手順は以下の

とおりです。 
赤枠で囲んだ「9.2.1.プロジェクトファイルの読み込み」以外は、それぞれの項を参照してく

ださい。 
 

7.2. RFID リーダライタの設定  RFID リーダライタの設定を行います。 
▽   

9.2. コントローラの設定  プロジェクトファイルを使用して、コントローラの設

定を行います。 
▼   

 7.3.1. IP アドレスの設定   Sysmac Studio を起動し、コントローラの IP アドレス

を設定します。 
▼   

 9.2.1. プロジェクトファイルの読

み込み 
 Sysmac Studio に、プロジェクトファイルを読み込み

ます。 
▼   

 7.3.6. プロジェクトデータの転送  オンライン接続し、コネクション設定およびプロジェ

クトデータをコントローラに転送します。 
▽   

7.4. EtherNet/IP 通信の確認  EtherNet/IP のタグデータリンクが正しく実行されて

いることを確認します。 
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9.2. コントローラの設定 
プロジェクトファイルを使用して、コントローラの設定を行います。 
 

9.2.1. プロジェクトファイルの読み込み 
Sysmac Studio に、プロジェクトファイルを読み込みます。 
 

1 メニューバーから、［ファイル］

－［インポート］を選択します。 

 

2 ［ファイルをインポート］ダイ

アログが表示されますので、 
[OMRON_V680S_EIP_V100.cs
m2]（プロジェクトファイル）を

選択し、［開く］をクリックし

ます。 
 
※使用するプロジェクトファイ

ルは、オムロンより入手して

ください。 

 

3 ［新規プロジェクト］ダイアロ

グが表示されますので、内容を

確認し、［いいえ］をクリック

します。 

 

4 [OMRON_V680S_EIP_V100] プ
ロジェクト画面が、表示されま

す。 
 
※「プロジェクトのバージョン

が異なります」というエラー

メッセージが表示された場

合、Sysmac Studio のバージョ

ンを「5.2.デバイス構成」以降

に変更してください。 
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5 メニューバーから、［コントロ

ーラ］－［デバイス変更］を選

択します。 

 

6 ［デバイス変更］ダイアログが

表示されます。 
［デバイス］および［バージョ

ン］が、右図のように使用する

設定になっていることを確認し

ます。 
 
［キャンセル］をクリックしま

す。 
 
※設定内容が異なる場合は、プ

ルダウンメニューから選択

し、[OK]をクリックしてくだ

さい。 

 

7 手順 6 で設定を変更した場合、

［ビルド］ダイアログが表示さ

れますので、内容を確認し、［は

い］をクリックします。 
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10. 付録 2 タグデータリンクの設定 
 
本章では、タグデータリンクで使用するデータサイズを変更する場合の設定について説明し

ます。データサイズは、以下の 4 種類の中から選択が可能です。 
 
データサイズ RF タグから一括して読み書きできるデータサイズ（最大） 

40 バイト 32 バイト 
264 バイト 256 バイト 
520 バイト 512 バイト 

1032 バイト※ 1024 バイト 
※NJ シリーズ CPU ユニットの内蔵 EtherNet/IP ポートを使用し、タグデータリンクを行う場

合の最大データサイズは 600 バイトですので、使用できるデータサイズは 520 バイトまで

となります。1032 バイトを使用する場合は、CJ シリーズ EtherNet/IP ユニットを取り付け

て使用します。 
 

10.1. グローバル変数 
グローバル変数の設定内容を以下に示します。 
赤枠のグローバル変数のデータ型を「RF タグから一括で読み書きできるデータサイズ」に設

定します。 
設定方法は、「7.3.3. グローバル変数の設定」を参照してください。 
 

名称 データ型 
ネットワー

ク公開 
相手機器の割り当て 

データサイ

ズ(byte) 

EIP002_Control_OUT BOOL[16] 出力 命令エリア（ビット列） 2 

EIP002_CmdCode_OUT WORD 出力 コマンドコード 2 

EIP002_CmdParam1_OUT WORD 出力 コマンドパラメータ 1 2 

EIP002_CmdParam2_OUT WORD 出力 コマンドパラメータ 2 2 

EIP002_CmdData_OUT **** 出力 コマンドデータ ** 

EIP002_Status_IN BOOL[16] 入力 応答エリア（ビット列） 2 

EIP002_ErrCode_IN WORD 入力 エラーコード 2 

EIP002_RespInfo1_IN WORD 入力 レスポンス情報 1 2 

EIP002_RespInfo2_IN WORD 入力 レスポンス情報 2 2 

EIP002_RespData_IN **** 入力 レスポンスデータ ** 

 
 

RF タグから一括して読み書きできるデータサイズ（最大） データ型 
32 バイト WORD[16]、BYTE[32]など 
256 バイト WORD[128]、BYTE[256]など 
512 バイト WORD[256]、BYTE[512]など 

1024 バイト WORD[512]、BYTE[1024]など 
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10.2. タグセット 
タグデータリンクを行うためのタグセットの設定内容は以下のようになります。 
赤四角枠で囲んだグローバル変数のデータサイズを 10.1.項の値に変更します。 
赤丸枠で囲んだタグセットのデータサイズは自動的に変更されます。 
 
■出力エリア（コントローラ→RFID リーダライタ） 

オリジネータ変数（タグセット名） データサイズ(byte) 
EIP002_OUT ** 
 OUT No. グローバル変数名（タグ名） データサイズ(byte) 
 1 EIP002_Control_OUT 2 
 2 EIP002_CmdCode_OUT 2 
 3 EIP002_CmdParam1_OUT 2 
 4 EIP002_CmdParam2_OUT 2 

 5 EIP002_CmdData_OUT ** 

 
■入力エリア（コントローラ←RFID リーダライタ） 

オリジネータ変数（タグセット名） データサイズ(byte) 
EIP002_IN ** 
 IN No. グローバル変数名（タグ名） データサイズ(byte) 
 1 EIP002_Status_IN 2 
 2 EIP002_ErrCode_IN 2 
 3 EIP002_RespInfo1_IN 2 
 4 EIP002_RespInfo2_IN 2 

 5 EIP002_RespData_IN ** 
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10.3. タグデータリンクテーブル 

タグデータリンクテーブル（コネクション設定）の設定内容を以下に示します。 
タグデータリンクで使用するデータサイズに応じた「コネクション I/O タイプ」と「ターゲ

ット変数（相手機器の設定値：インスタンス番号）」を選択します。 
設定方法は、「7.3.5. コネクションの設定」を参照してください。 
 

コネクション名 コネクション I/O タイプ RPI (ms) タイムアウト値 
default_001 Consume Data From/Produce Data To:** 50.0 RPI x 4 

 
 

データサイズ コネクション I/O タイプ 
40 バイト Consume Data From/Produce Data To:40 
264 バイト Consume Data From/Produce Data To:264 
520 バイト Consume Data From/Produce Data To:520 
1032 バイト Consume Data From/Produce Data To:1032 

 
 

コネクション

I/O タイプ 
入力／

出力 

ターゲット変数 
（相手機器の設

定値：インスタ

ンス番号） 

サイズ
(Byte) 

オリジネータ変数

（タグセット名） 
サイズ
(Byte) 

コネクショ

ンタイプ 

Consume Data 
From/Produce 
Data To:** 

入力 *** ** EIP002_IN ** 
Point to 

Point 
connection 

出力 *** ** EIP002_OUT ** 
Point to 

Point 
connection 

 
 

データサイズ 出力のインスタンス番号 入力のインスタンス番号 
40 バイト 100 110 
264 バイト 101 111 
520 バイト 102 112 

1032 バイト 103 113 
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11. 改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月日 改訂理由・改訂ページ 
A 2015 年 3 月 27 日 初版 
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